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山形大学紀要c1芝学) tt~ -"' 1!;. 
かきまぜ，沈澱して水府が澄んでから AB両区を設定した。第3実験では第2笑験に使用 し
たそのま Lのポット を，夫k浮き上った断片を細くして沈めた (16時可分)丈で排水を し
ないで観察ぐ翌Ji日〕を行った。第」笑験は第3笑!磁のB区をち1，* (lG時'30分)して処理区
Aを設けた。 したがってxfJ!{.区Bは514;2実験のA区がそのま L手を加え られないで、(但し1U






(約5cm) ， 負~2 日 に浸水に(乾燥しない程度に7Kを入れる〉保って生育せしめ る。 B区では






る。第1-4実験では，第丸 6実験よりも藻類が少なかった。 とれば対JH~区の浮き上 り程度
を比較しても解る。 排水効果の持続時間も亦とれによってき:が現れる。排水が浮きよりを
或る程度妨げるととは， 第lふ4笑験によって知られる。節1，2実験では完全に1日防止され










? D A・8日 15.3('-9日7.00
3.6 1 B...8日 22.00-9日7.00



































毎~3 表浮き上 b に及ぼす排水の影響 (3)
実験J一 ti一一!一一 一一一 〔注目封!水時聞は各区弐の
施行日 11'日 1 [ヨ 湿りである
ミ¥小∞ 11l 以 19 ∞ 112.00j 14.00 A ロ晴叩日釦1.6似ω側oω)川0恥い山-lC叩0 
一 一一一 一一寸i一一了一一-一一 H..ι一….日.9日2出比幻2三叩.ρ0併('-10日 .ρ川0ω 0 
A O. ~ ! 1.41 1.6 1 :1.61 4.3 c ・10日7.00-10日11.30
B 1λ1 2.51 1.'j 1ム5:5.0 D...対照無排水区
"， 1 ^_I n.1 第7~定滋は排水しないで引C ー I0.3 I 0.7 I 2.1: 
続き観察を行ったもので
D 4.0 I :31 I 0.7 J 1.日I:l.O 
0>.1  V.I i " 為る。





にくくなる。とれは ~(~ 1去に示されたj犬態であり， がいkの効果は長く続く。


















試 験 区 A 〔深水→浅水 B 〔浅水→深水〕
試料番号 ニ| 弓 平均 ご 3 平均
催 14日!.14i川郷 1011:l6弓 1判 4111m126W |292m|13386!23379
芽 I. .  I '"^  号待持 判 勢会I._ ^^.[ 
日 ij 日 .4.50 1円 154 57j 一一130ヨ()I¥ 44 1州 2:1 ~吋 17 制 2おs 出1 - H -_ . - 1 - 1 ---1 ----'1 - ---1 -. --- J 
号弘よ 守接+t 寺養‘，.
数|抗日 i44 81 48 1叫 153 別 I82 州 781751 2~ 吋 39 刊40134 









実際の1古代の条件とは特し く異ったものであ る。 iW，i扮 7kに 1~ミふ稲一III-の利用 し得る酸素孟の















間tJl水の危険を犯すととた く， 日中に排水してその間だけでも浮きとら友いよ うにするの
が得策であらう。その時は勿論日淡後，気泡数の減少を待って悦水ずべきである。












〔笑験 :DJ 水深による気f臼 O~一%の差 昭和25年5月 12 日 tj/~類の多く発生しているポ
ッ ト を夫々 O 日3. ~ ('mrc7k深を似ち，16，];円 のヨ回O~-%を測定 (実験前 1 ， りし， tf~6哀 を









向が認められる。しかるに筋 A 1.5cm: 。。 1.8 2.0 ~ .O 0.7 
6表の第l実験ではO2一%は浅 。。10.8 6.0 4.0 3.8 3.3 















水深 ~U;! Clll C叫 CUl 









































山形大年:if.己必 Ul!k，n 出 -''!J 
8 弐 を得た。 此の間?;j 日に ;j: ツト の iべはよ くかき ま ぜられている。 pH は 911寺~1C時に ，
q一%は 1 0時~ ; ] !時に;[[1]定した。 ホ;Ll lま l4 円 には 2~ OC ， ~81ヨ(と は~hOC前後であった。供試
{肉体の若干号は:-;，i ，8:1乙で対応ナるものではない。
白I")i表 i!UJ巴， 由tcD.:ーの0，_%1三1立lます影響 (1) 
No，J :-¥0:3 ]:;"0，: :-¥0.( : zj三 ;ピj
o A - 一一一-一一 一一一一一一一一一一 一一ー一一
0人形 p!T '0パ pH O>?.; ドHiOJ% 13I-I OJ一?f) 汀'I
A I :1 日 .LS I ;"-'，1 .}.S I :;7"l 乃;-I ;:0.4 i 5，6 :上九 二
o 
























































































































































































t.，: ~! l る。
~; í ， ，~Jとよ り要因分折法
によって， 要因 。2入，の
主効果及び交主作用OxA








人 I:31.-i I ~， : l I ~S ユ ;!J 1 ~ .L() ， ，1.1 1 i H ~ ， O 2('.:; -J.i Jm v作用は ~t:
O 人|24;1 5712461 54i 2221 54!日:ュコ 引 Ii .)，0 だ矧符である
ー1_1____ _ー よ-------一一一一一一一一!一一 〔α=0/)])
そして分散比は実験開始~ EI 自の方が 4 日目より 大となっていて，その志ú県のr!f*'/~ する傾向












その施百によ るpHの孟ー によ るJWカZ
大であると巧えられる。若し，公益







;，1品1~) :!D.85 8G 1. -I ~ suo 
1 .Hl.~ 1 1.1.1 ~ lii，;:j 円.Gl
1.84 入.74 63コ1 6 . ~~ 
)O ， ~ G 1O，ii 
3il広三はpl:王の大なる程，大きくなる。とのようた:;Jiーも関係すると推察されるが強検討を:要す

























〔考察〕 石次窒素は硝:かに 1 レモに対しでも， 毒性を持っている。そして土壇:中に水分
の多い時にはその作用を現わす。 しかし土壌が乾燥!lk態で，石衣室素が吸牧され符る成分













































施 5:3 67 44 
硫酸ア ンモ〆|一一|一一 十 一一一一;一一一一一I0.80 
l 否 I 22 I一 19一一 5士一 |一一一













を行ひ忍~ l日1 日 ;熔番種 した。本年は高温の7たとめ ，)庄主内地方では浮き上 りの被筈は割合に少2怠主かつ
たのでで、あるが，此の首代は有機質の多い7たとめに被答をうけた。 気泡のÜ~一%及び地表温をiJ !lJ
定 し第11表を得た。 気泡のO~一%は箇:時 1-.5回の ìJ [lJ定の平均値， 地表は曲管地温計を以て測
定した。猫釘¥(・図の気加の変化図は，アスマシ通風温度計による{直をグラ フにしたものである。
~~多 1 区l 笑p.i3l期間中の板東天気図














ど昇し 第 3B (22日)の午前には晴間白多い良い天気となり， 夜は快晴となった。快晴
は第4日 (2')日)，第5臼 (2.1，日〕の3時頃まで続いた。 との場合の移動性高気圧はIf、範囲
であるが，との程度のものでも浮き上りを惹起せしめるのに充分であった。 此の後，低気圧
の接近によって急:激に雲を増し，午后になって僅か訟がら降雨もあった。







































日 I 1 仰 日) ~0 1 日 ) I 3 (22日) I 4 仁川 ~I __..~ (:l~日 T一
時刻測定1 0トμ 地表汲℃: OJ-74 :地表町cl Oト% 1地表宙科 01"';~';1地表溢℃:OJーμ|地表温℃
7.0 
5.:10 li.2 7.fj 
6':;0 16.9 
8.:)0 ~ I .υ に 10，5 ~1.0 8.0 21.2 
9.: 0 A 二円P."s [6.0 24.9 
10.:lO 17.0 24.9 
11.30 ~vー ï 15.0 28.4 
1 ~ .30 ~5. 1 1u.5 28.6 
13.:;0 2t~ . 8 一ー 35.1 
14.30 ~/i. O l<J. :) 31.5 
]5.::0 ';，7.7 El弓 85.6 
2λO 11.[， ~4 .2 
17.:>0 24.n O，ii 
J 8，:>0 20.0 
19.:;0 ~O ， ;-) 9.0 9.1 
20.3!) 12，8 
~ 1 . 3 ; ) 15.8 
l1.ti I 






23.7 26.9 i 
23.3 I 23.7 I 
2;~.5 3~.7 t 
22.7 31，1 i 
2:¥.6 i 
15.0 I I 












































;30分，1<1時3'1分とでは心心，夫 kf{t，の円よ り向 くたっている。 しかし排水の完全な部分で
はそれ程大きいfUIを示さす他の日と略同 じ程度の筑温00一%を持つものである。
4) ^旬以のよく 主主い曇天の第]， fi日は急:激友00-%上昇は見られない。 特に午后から本塁
となった卸ら日では1時30分に!況に減少をはじめている。又第1，らを比較するに，地気温共
に丸'~5 日がよf干 し く i~}jいのに 00-%の31jは殆どな く ， 第1図では却って低 く なっている。
第! 日 以前~:t，浮き上 りの被安も判然とせず勺 撒砂の主も少し叉捌水は行っていない。
〔管理者淡J その後なに被2:が頴，~~(..に友って予~たために ， 数回にわたって砂を撒き ， 又長時
聞の排水を行っている。 節5日の)測も砂を撒いた。とれらの操作が藻類の生活作用抑制に
大きい力となったものであらう。
5) 日訟は18時的介頃であるが， 日1報第6表で試泡数について推祭された事柄が 00一括
にも同じように云ひ符・る。飢 1日の夜間は昼間D低ils.l'C引続いて最も地衣温が低い。 その

























一 一 「一一一 うに高気圧圏内でも，
持続日数 11 1 2 13 !4 15 1 日 7 1 訂
初期は地熱が上昇せ十





一一一「ー l 一寸 l は未だ不充分の条件で
A B C 
区 別 ------1一一一一一|一一一一一| 計 抗。しかるに藻類は
初旬以上 120_51c I 15cC以下 | その日照を利用して茨
日 数 28I 46 I 39 113 酸同化作用を盛に行ひ
μ 24.S 40.7 I 34.5 I 100.0 除k に気泡を蓄積し，















第15表 7l¥稲苗代期の日照総時数頻度表 C%) 
.地 域 |地点名 |嬬翻 0-3 3-5 I い 7 1 7-!'J 
. 
"，l' 森 4-4 18.7 16.0 、.・ 日7 14.0 2 1. :~ 23.3 
盛 岡 4--[) 21.3 13.3 
A 
t 5.:1 1':;.3 16.8 18.0 
秋 閏 4-4 3o.0 6.7 !l.3 i‘、.~ .Ð 2U 14.2 
沼 回 4-4 24..7 11.3 S.7 !l.3 14.0 32.0 
山 形 4-4 2~ .0 11.3 8.0 10.7 25.3 。2~.ウ・
猪苗代 4-5 
B 
27.4 14.0 6.7 ]0.7 20.0 21.2 
潟 4-4 19.: 10.0 12.0 10.7 21.3 26.7 
島 20.7 8.0 7 .:~ 14.7 1!l.3 30.0 
高 同 4-5 21.3 10.7 10.0 l1.H 22.0 24.7 
C 
金 沢 4-3 19.4 12.0 0.7 10.0 19.2. 32.7 
長 野 4-4 18.5 8.9 8.9 11.8 23.0 28.9 
高 山 4-5 24.7 11.3 7.:3 14.7 20.7 21.:1 
fJlJ 'e 、 4-6 25.4 9.2 10.7 24.0 
小名 浜 4-4 23.6 7.4 11.9 12.6 ~3.8 20.7 
D 古甘 橋 4-6 28.7 7.3 8.7 14.0 21.3 20.0 
飯 回 5-2 24.7 8.7 8.7 12.7 18.0 27.3 









地境地点名 [;oc以-下T5二10一0C-71IbZ寸 1.')'C一 。 50_ 1100C 1150C 115- 1200C 
150C I 以上 δ 以 ド 1 50~川以上以下1200c l 以上
青森 10.0 72.7 173 7F.0 22.0 68.0 26.0 6.0 
A 
感岡 4.7 46.7 41.3 7.3 60.7 :H.3 8.0 乃8.6 40.7 20.7 
秋田 5.0 57.5 35.0 Aれ'"に， 60.8 37.5 1.7 58.3 20.2 12.5 
酒悶 3.3 52.0 42.7 2.0 4:;.4 52.6 4.0 56.7 31.:.: 12.0 
山形 8.7 7.4 60.0 ;7.8 .‘2 ;34.8 84.8 30.4 
猪苗代 10.0 38.7 1 42.7 8.6 59.4 
B 
31.3 9.3 38.0 34.7 27.3 
新潟 1.3 36.0 I 50.7 12.0 28.7 58.G 12.7 48.0 26.7 ~5.3 
輪島 5.2 48.1 I 38.5 8.'] 57.0 34.1 8.9 48.1 31.9 20.0 
高岡 24.4 知 3I 47.4 23.3 20.7 ;]3.3 44.0 
金沢 - ! 36.0 I 49.3 14.7 37.: i 52.0 10.7 34.6 41.3 26.1 
C 
長 野 7.4 I :37.0 I 41.5 14.1 .')7.8 i 31.1 11.1 28.9 31.1 40.0 




6:!.0 J7.3 l5.4 : GO.I) 2~.7 47 .;~ 
小名浜 3.0 I 31.!l G07 44 ;;(l.~: : 4"'.D 1-1.8 :";ß.~ 5i.1 
D I前鰭 11.1 58.5 ;]0.4 ~ :-l .0 10.2 48.:3 
飯田 0.7 42.~ 57.1 9.6 51.1 ¥ 30日 の“Uにのd 5~ 日











日 llH時数に頴:fíーなミð~が主主いとナると水温が問題になる。 7K加の ζのようなデ一 一は得






第17表 71'く稲荷代1切の多f3m!日の最高気温 (%) 
地滅l地点名 l多釧日!!(叩(
1，;苛!守f 森 4.1.4 lG.4 I 4引1.8I コ:Jコ 7日5 
A I感岡i川 ~;. S I 15.:1 I .10.4 I 4ω0コ
秋田 ;5.5 I ~ . :1 4~. :l I :~U; I n7 
酒 u:II 4(;.08.7 I 40.6 1 :l日4 1 :30.:1 
|山形 | 州 -- I 20.0 I ω. 47.7 
R !猪商代 41.:l I :l . ~ I ns I ~() .O 50.0 
!新潟 ，jg.O I δ.I 3S.:~ I 22.2 j ~;l . :l 
1輸 IE1 4d13.1 1 43.1 1 27.7 26. t 
i諸問!村 7 l -l m| 314 1 4月6
C 金 沢 九1.¥) 23.1 4 L 1 :10.8 
|長 野 1 乃1.リ 4・ 13.G I 27.1 I 利。






41;.U 11.6 .H!l 4:5." 
41.;) 1.7 4丹.' 25.0 25.1) 
4 1. ;~ 3.S 4Pd 
4;'，}.:"{ 0.5 

































































































被 害 |肥料 l排水|防除
121 3 I 4 I 5 I 1 I 2 I 1 2 I 3 I 4 I 1I 2 I 3 I 調査 I A ; ~ IV ~ υI L I ~ I 1~ V • 1 A ~ 1V 
実数 1]61 '591制 46 叫 401671 571 841 90: 451 91判
811州叫23.2127.:l1 20問問抑制5引制叫4.6.0137.9
〔註〕 排水，2.3項を合せると実数149，75.3%となる。















b) 肥料 第 1項の回答IL，下肥を使用するというのは案外少く:'0%にナぎない。











Vf~:3項は所主i;夜ほ、 しでるるが， とれは砂E IL論じたように市の生育には不利で、ある。それ










































































c1) 防除 却]，守Jjl・ロ ーラーによる鎮圧作業，薬剤による防除については両地域間
に差は忍められたいonlt去には現れないが，藤島町では]-1の回答のうち13までが民主ちを使






a) 被告の闘でお:?，~) ， !)項 と も Oになるのは当然で、ある。 元肥に下肥を 使用する率は被
害のある他の民家と同率であって，旦芋の後作とは全く関係がない。












そのために被害が大きく 友 る との回答数が約~O% しかなかった。 後作とは特別な関係がな
く，市代の管理方法によって防除出来る。















































「山形 大学紀要・ (!l~ 学〉 第 -- I~. 
り河合一良1:稲の病害(昭23)
。) 1'1 川 砧腕ー食用作物各~tru c昭17)
7) 晴山元三郎:小数例の包めブJ と ~jIß!計画のたて方 (IlH2わ
り グ : 実験計画'11~大i)f (昭25)
!l) 森芳夫{也2名:苗I-¥:における「ヂ プタ」にl対する研究 (11)1報〉 黒石業続U~2Uミ(日目釘〉
!O) 永井威三郎:実験作物殺聡各論 ti>lfi(昭:33)
1り 奥聞 東士怨肥料紛;説(昭3)
J:J) 大野 肪 ・商代の表土剥離に就て庄内政学校l司窓会報 ca召1:3)
J::) 坂村 徹.制物生明学 上谷 (n即日
14) 桜川 舟:商代の表土 k貯の浮き上る現象について 昭;r.'U'24年度 山形!際立法林専門学校卒
業論文(米発表〉
J i) 上回常11f-生物統計学 (1Ii?，16)
j(j) IU木 {住 吉 :袋地稲作の尖際(東北の径)(昭 ~ :3)
Summary 
1) Drailling thc rice lurs巴rics，we (':ln hm]cr thc rising-up of the lIpper IIIけS七
l ~ιycr . This .is cll1e to th ，~ coJ，ercncc of uppcr‘md uur1cr laycrs. Th臼 s:rc日gth of 
coh巴l'cn~巴 o f thosc two laycl's is rctclatcd to th巴 amountけfalgac an，l o+hcr microbcs 
growing in the lIPP巴r1aycr 
'2) The pcrcclt品geof 0， containet1 il foa:ns is increasecl hy the vcgctal>lc mauurc， 
~mc1 dccrcas巴dby th日 正L1l1mOnilll1slIlphate. This is du巴 topH ()f those III品!lurcs.
ThcαLlciull1-1l itrat白 isnCi七 suitableil thc practical usc，凶 th巴 stcri1izcr円falgac. 
3) 人sto dimatic courlitious， thc rising-up of llppcr laycrs in thc ri('c nurscri(!s 内
1l10s+ly ("以 Isc(lhy the 10w tempcrature. 
74 
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